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I.は じめに

　 しらかば寮は、知的障害者更生施設 として、昭和53

年に開設 し、これまで利用者の自立と社会活動への参加

促進 をするため利用者の保護 と必要 な援助 を行 って き

た。

　平成18年10月1日 か らは、障害者 自立支援法におけ

る新体系の事業に移行 し、現在、日中活動については生

活介護事業80名 、入所については80名 を定員 とする施

設入所支援 を行ってきた。こうした中、さらに生活の場

の充実 と支援の体系 を確立 していかなければならない も

のの、実際は職員配置数も含め、新体系移行後施設の運

営は厳 しくなっていく一方である。

　今回の研究発表では、1人 の障害の重い女性利用者に

視点をあて、これまでの支援内容 を振 り返 りながら、今

後の支援のあ り方を展望するとともに、支援する側の問

題等 も浮彫 りにしなが ら、変化するニーズに応えていき

たいと考え取 り組んだ。

Ⅱ.利 用者のプロフィール等

Aさ ん

年齢

性別

障害程度

ADL

意思疎通

服薬状況

29歳

女性

愛護手帳A　 障害程度区分6

着脱 ・排泄 ・入浴(全 介助)、

食事(一 部介助)

不可

精神安定剤 ・行動抑制剤服用

Ⅲ.日 常生活の状況及び行動面

1.日中の支援状況

　 洗面歯磨 き・食事 ・排泄 ・入浴以外 は、ほぼ居室(個

室)で 過ごして もらうことが多い。精神的に安定 して

いる時には時間を作 り、センター内の歩行を行ってき

た。しか し、歩行時にホームに戻るよう促すと抵抗 し、

噛み付いたり、髪を引っ張ったり、座 り込んでしまう

　こともあ り、2人 以上の職員で対応 しなければならな

いことも多 くあ り継続的に実施できないで きた。不安

定になると、長い間泣 き続けたり、頭部を叩く自傷行

　為 も見 られた。

　2.就寝状況

　　居室のベ ッド上で跳び跳ねた り、 タンスに上がった

　 り、タンスの中の衣類 をしゃぶったり、目に付いた物

　を口に入れたりなどするため、誤嚥防止のため小物類

　などは居室に置かないようにしている。

　　不眠時には断続的に居室の戸 ・壁 ・手を叩いたり、

　奇声 を発 するため他 利用者 の安 眠妨 害 となってい

　る。

　3．行動面

　　不眠 ・失禁 ・自傷 ・多動 ・俳徊 ・興奮 ・粗暴 ・破壊

　行為 ・異食 ・盗食 ・衣類 しゃぶ り等がある。

Ⅳ.研究方法(ケ ースに対する支援展開)

　支援する側か らのアプローチに対 し、以前より拒否的

な抵抗等が少な くなっていることで、継続 した支援 を実

施することとした。

　1.支 援計画・・・・「生活 リズムを整える」

　2.支 援 内容・・・・歩行(健 康管理)、 排泄 に重点をお

　　 き支援する。

　 1)午前のほぼ定時に1時 問ほ どの寮内外における歩

　　 行支援 を行 う。

　　 マ ンツーマ ンで対応 し、 どうして も対応 しきれな

　　 い場合は他の職員の応援 を頼む。

　 2)定 時に排泄誘導を行う。

　　 特に夜 間に目覚め、戸叩 き等が見 られたらす ぐに

　　 トイレに誘導する。

　3.期　　間 … ・平成20年6月 ～9月

Ⅴ.経緯 ・結果

　 1.日中の状況

　　 危険行為防止のための職員 による対応はマ ンツー

　 マ ンで も行えるようになって きた。排泄や歩行への

　 誘導 も素直に応 じられるようになり、自傷行為 も激

　 減 して きたため、複数の職員 を要 していた誘導支援

　 が単一で行 えるようになった。思 い通 りにな らず、

　 座 り込む等の拒否的態度は今 もって見 られ るが、以

　 前ほどの強い抵抗感はなくなっている。

　 2．就寝状況

　　 居室の戸を叩 くことはあるが、水分補給 を促すと、

　 職員付 き添いの もとで問題な く摂取 し、ホーム内を

　 うろつ くこともなく自室 に戻 り布団に入 る。就寝状

　 態 も良好である。

Ⅵ.考察

　現在のしらかば寮において、1人 の利用者に対 し1人

の職員が付 きっきりで支援にあたることは現状からは極

めて困難であるが、歩行支援のような限定的な時間帯 を

確保 しなが ら支援 を行うことは出来た。また、居室 より

外へ出る機会が増 えたためか、排泄誘導への抵抗 も少な
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くな り、スムーズな定時排泄が可能 となっている。

　今後は、利用者の生活 リズムにあった排泄時間を確定

することにより、より一層失禁回数を減 らしていけるも

のと思われる。

Ⅶ.まとめ

　行動制限は人権擁護の観点からだけでなく、QOLの

面か らみても問題があることは当然のことである。やむ

を得ず多 くの時間を居室での生活 を余儀なくされている

わけであるが、利用者本人と支援す る側 との関わ り、あ

るいは他の利用者などとの関わりを増や しながら、少 し

でも充実 ・安定 した生活が送れるよう工夫 して支援 して

いきたい。その支援にあた り強 く思 うことは、人員配置

基準の見直 しと、支援する職員の根気 とチームカが絶対

不可欠だということである。
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